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（訂正）「AIG は、ユナイテッド・ギャランティー・コーポレーション(UGC)を

34 億ドルでアーチ・キャピタル・グループに売却することに 

合意したことを発表」の一部訂正について 

 

 平成 28 年８月 16 日に開示いたしました「AIG は、ユナイテッド・ギ

ャランティー・コーポレーション(UGC)を 34 億ドルでアーチ・キャピタル・グ

ループに売却することに合意したことを発表」の一部に訂正を要する箇所があ

りましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所は下線を付して表示し

ております。なお、本開示は、訳文の表現を訂正するものであり、実質的な内

容の変更を伴うものではありません。 

 

記 

＜訂正前＞ 

 

（前略） 

 

AIG は、永久優先株式を受領する代わりに、規制当局の承認に従い、2.5 億ド

ル分の売却実行前の配当を受領することを選択するか、アーチより対価として

追加現金の提供を受けることができる。34 億ドルの合計対価に加え、AIG は、

UGC および AIG 子会社間の、既存の、2014 年から 2016 年の間で開始された事

業に関する 50％比例分配契約に基づき譲渡された抵当保険事業を全て保有し

続ける。 

 

AIG の社長兼 CEO であるピーター・ハンコック氏は、以下のように述べた。 

「今日、我々は、2015 年３月に取り組み始めた戦略において大きな節目を迎



 

えました。当時、私は、AIG の CEO として株主への最初のレターにおいて、我々

は AIG をより集中的な会社にすることによって『AIG の将来を築き』、このよ

うな目標を達成するためには、えり抜きの売却計画が重要な役割を果たすと述

べました。我々は、今年の初め、IPO および最終的に行った UGC の売却を AIG

の最新の全体戦略枠組みの重要な要素として位置づけることによって、その目

的を再び表明しました。」 

 

（後略） 

 

＜訂正後＞ 

 

（前略） 

 

AIG は、永久優先株式を受領する代わりに、規制当局の承認に従い、2.5 億ド

ル分の売却実行前の配当を受領することを選択するか、アーチより対価として

追加現金の提供を受けることができる。34 億ドルの合計対価に加え、AIG は、

UGC および AIG 子会社間の、既存の、2014 年から 2016 年の間で開始された事

業に関する50%比例再保険特約に基づき出再された抵当保険事業を全て保有し

続ける。 

 

AIG の社長兼 CEO であるピーター・ハンコック氏は、以下のように述べた。 

「今日、我々は、2015 年３月に取り組み始めた戦略において大きな節目を迎

えました。当時、私は、AIG の CEO として株主への最初のレターにおいて、我々

は AIG をより集中的な会社にすることによって『AIG の将来を築き』、このよ

うな目標を達成するためには、選択的な処分が重要な役割を果たすと述べまし

た。我々は、今年の初め、IPO および最終的に行った UGC の売却を AIG の最新

の全体戦略枠組みの重要な要素として位置づけることによって、その目的を再

び表明しました。」 

 

（後略） 

 

 

以上 


